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A new construction method， ABD， which is originally proposed in this paper， ispresented and 呂田lysed
with r巴sp巴ctto the association property. It wil be shown that this ABD has such a notable property that th巴
お sociationprobabilty is greater than O. 99 despite of the increase of the memorized items， and that 
























近年，多数の研究論文が発表されているが，福島の Cognitron< 2~ T. KohenenのRecurrentな
神経回路網円H.Wigstrom(3)の研究等は，前者の立場にたち新しいモデル化を意図したもの
であり， E. Phaffelhuber(5~ T. Poggid6)の理論は，後者の立場に立っているが，特性の定量的
評価がなされていない点に不満を覚える。








記憶すべき u個の項目パターンの集合を {x(i)li二 1，2，……， v}(vは奇数)とする。
各パターンX(i)は， X(i)=col(x¥i)，x~i)， …… ， x~i)) とし， xjz)=+1or l で，全ての j(j=l~
η)について確立的に独立でPr(xji)=+ 1)= Pr(x)i)= -1) =0.5であるとする。
{X(i)1 iこ 1，2，……， v}の部分集合を，b個の整数値に対応きせる函数hを定義する。
h : {X(l~ X(2~ …… ， X(V)}→{1，2，……， b} 
このとき，このhに依って作られる {X(i)li= 1，2，……， v}の部分集合がつくるフ、、ロックを
Bj とする。
Bj={X(りIh(X(i))=j}，j=1，2，……，b 
特に IBjlが，全ての1について等しく ，IBjl=k (但し k<v)であるとき，このhは均衡がと
れている，と言う。
また，或る Xε {X(i)li= 1，2，……v}について，{jIBjnXヰダ}=rx for j=l， 2，…，bと
するとき，全てのXについて rx=r for Xι{X(i)li = 1，2，……， v}であり，かつ，hが均衡











Uを素数とせよ。 その時，このv~こついて ABD の存在したとすれば v=令。
依って，vは整数であるから rはkor bの約数になっていなければならない。






を示すo k< vであるから，この分解が可能なのはk= 1， C2二Uの場合だけである。 C2=Vは
トv，b=vr， b<vで、あるから，これは不可能である。












lJ -1 0 <=二"，X E Bj 
ただし X は{X(i)li= 1，2，……， v}の要素， j=I，2，-
bである。
このとき，第 1列に引き続いて 1である Cijを，i=lから h個配属し，任意の1列にはじ，j-
1を i=l十(j-1)，2+(j-1)，………，k十(j-1)までに引き続いて配属し，残りは全て
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任意のj列について， 1{i!cu=l}1二 hであることから，均衡がとれている。更に，任意の i行
について， 1{j!cu=l}l=mkつまり，
任意の行に含くまれる lの個数は mkである。従って，個数はk，
全てのx<i)について 1{jIBjnx<。宇ダ }I=mk会r であ
ABDの性質を満足している。(証明 3) このCは，ることカ通らして，





OABD (Optimal ABD)と呼ぶことにする。或は，最適な ABD，
についてk ， r v ; b， OABDでは，r=kがでる。従って，vr=kbより，OABDで、は，
対称である。




xu，)二 col(xF'~ x~j，)， .・-…，xl!') として，
b k 























Sのj寅算結果がOになるのOABDである限り，v， b， k， rを，各々，奇数に選ぶとすれば，
を防ぐことができる。
X(α) について行なわれた連想Z = col (Z1， Z2， ・ ，Zn) は，(;(M.X(α) )の値を Z とおけば，
の結果を示すことは自明であろう。
Z= (;(M.X(α) )によって与えられた。
Z =col (Z1， Z2，・ ，Zn)の任意の Zhについて，







連想確率と呼ぴ，Zh の x~a) らしさの測度とすると便利で、ある。






wif)会Exjf叫べ Lhi= (;( Vh;) VJ!= (;(W}/l)， 
n 
ロ~ (;( Vhi)X ía)x~a) > 0 
n 







， ， ， ，
? ? ?
? 、 、 、?
?? ?
、 、 、 ? ?
?， ， ， ， ， ，













(i ) x(α)が，そのブロックBj に含くまれている場合には，次のようになる。






















Pγ( 1+土 X)!'>X~j').X~a)X~a)>o)=記 μ-_1)μyμìk- J - lI会 P~¥ ~ ， t;:J ~，，~， ~， ，." ~ v / .... ¥ v /¥ 2 / ¥ 2 J 
(i) x(a)が，そのブロックBjに含くまれていない場合は，(i)と同様に，各成分の確率的
仮定より，
Pr(主 X)!I)X~j，) 出炉>0)=引っておk-J ν=i
(i)と(i)から，結局，次式が得られる。
r P~ for 
Pr( ò(WβX~a)X~a) = 1) = { 
I 0.5 for 
αεUJ， j2，… ，u}， 
a ~ {h，h… u}， 
次に，Pr(O( Vhi)X~a)X~h)=1)=Pr(か(W約X~a)X~a)>o)を問題にする。
これは， OABDのb個のブロック全体について調べることを意味する。




~_ ò(wk/)x~a)x~a)=~ ò(WJ!{)x~~)x~a)+~ _ _，_， ò(WÀ{))x~a)x~a) 
j=l jεUIl;nx川本φ1 jεUIl;nx'" =ol 
(358) 
新しい連想、型記憶装置の構成理論 359 
Pr{会1 川ず)品川)>o}=左心)ぬLγν(b~fr)(1 Y'( 1 Y-lν
以上より，連想結果 Zh が，真の値 X~a) を連想する確率 Pr(Zh=X~a)) は，次のようになる。
Pr(Zh=X~q)= Pr(全品>0)二九(1+左心>0) 
i宇h
=言。(ペヤr(Uih= -lY Pr( Uih= l)n-l-ν 
ここで b-l 
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ただし，n=l1とし，記録項目は全て11ビ tI μr 二)Ji時二位〉 301 3SF 仰 Iftf Pf 
ット構成であるとし，k二 T は寄数とし， 図ー 1
k= v-2(<v)としている。後者のパラメータ選定は， 次の事実の指適にもとずいてい
る。
任意のx<α)について，1{jIBjnX<α)ヰ針1=κ 1{jIBjハx<a)ニめ}I=b-r for j = 1，2，…， b 






b個のブロックの内， ρiを与える r個のブロックと， 0.5を与えるブロックとの比率を SINと
おけば，謂るゆ SN比に相当するものを考えることができる。 OABDでは，対称的であるから，
SIN勺二今二百三ラ
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